
 

２．５ 階段 
 

 

◆設計の考え方◆ 
 

・階段は、転落、転倒等の事故が多い場所であることに留意し、利用しやすい踏み面を確保した

上、すべり止めや手すりを設置して安全対策に留意する。また、視覚障害者への配慮として、

階段手前には、段の存在を認識できる措置を講じる。 

・階段は、高齢者・障害者等に配慮し、登りやすい形状かつ勾配であること、松葉杖の使用や介

助者等も一緒に利用可能な有効幅員を確保していることが重要である。 

・屋内階段のみならず、屋外の段についても日常利用されるものについては同様に高齢者・身体

障害者等の利用に配慮する必要がある。 
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手すりの上端・下端に 

点字表示する 

段鼻から45cm以上の延長 

が望ましい 

段鼻とその周囲を識別する 

●階段の設計標準 

蹴込み板を設ける 

段鼻はつまづきやすいので突き出さない 

●望ましい階段の寸法 

水平部分は45cm以上が 

望ましい 

段鼻から45cm以上の延長 

が望ましい 
75～85cm程度 

60～65cm程度 足元照明 

連続手すり 

段鼻から75～85cm程度 

踏み面30cm以上
足元照明 

蹴上げ16cm以下 

点字表示 

地覆 

30cm以上 

ノンスリップ

蹴込み2cm以下 

段鼻の位置をわかりやすくするため 

ノンスリップ部分、蹴込みの先端部 

は目立つ色をつける等の工夫が望ま 

しい 


